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菅
原
市
長
を
迎
え
て
、

九
十
年
代
最
後
の
総
会
・懇
親
会

十
月
十
六
日
、
『東
京
旭
川
会
　
第
二
十
三
回
　
総
会
・懇
親
会
』
が
、
新
宿
・京
王
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
「錦
の
間
」
で
開
催
さ
れ
た
。　
一
九
七
五
年
十
月
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
創
立
総

会
以
来
二
十
四
年
目
、
二
〇
〇
〇
年
を
間
近
に
控
え
た
九
十
年
代
最
後
の
総
会
と
な
っ
た
。

そ
の
日
、
東
京
の
天
候
は
薄
曇
り
、
最

高
気
温
摂
氏
二
十
三
度
を
示
し
た
。
例
年

は
夕
刻
か
ら
始
ま
る
会
が
、
今
年
は
正
午

か
ら
の
開
催
と
あ
っ
て
、
参
加
者
の
出
足

は
好
調
。
定
刻
前
か
ら
会
場
前
の
ロ
ビ
ー

は
人
波
で
あ
ふ
れ
た
。

当
会
の
創
立
時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
の
ひ

と
り
田
村
昌
士
氏

（七
十
五
歳
）
は
、

「当
初
は
、
会
員
数
二
十
四
名
か
ら
始
め

た
も
の
で
す
。　
一
時
は
八
百
名
を
超
え
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ね
」

と
語
る
。
ち
な
み
に
現
会
員
数
は
約
五
百

名
を
数
え
る
。

●

十
二
時
三
十
分
、
定
刻
に
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。
司
会
は
安
井
規
雄
幹
事
。
会
則

に
の
っ
と
り
、
八
木
祐
四
郎
会
長
が
議
長

に
指
名
さ
れ
、
議
案
審
議
に
入
っ
た
。

ま
ず

『平
成
十
年
度
事
業
報
告
な
ら
び

に
決
算
報
告
』
の
詳
細
が
桑
本
平
八
事
務

局
長
か
ら
報
告
さ
れ
、　
つ
づ
い
て
植
本
宏

昌
監
査
役
か
ら
監
査
報
告
が
な
さ
れ
た
。

異
議
な
し
の
声
と
と
も
に
次
の
議
案

『平

成
十

一
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
予
算

案
』
の
検
討
に
入
り
、
問
題
な
く
承
認
さ

れ
た
。

次
い
で

『役
員
改
選
の
件
』
に
つ
い
て

の
審
議
に
入
る
と
、
会
員
の
ひ
と
り
が
挙

手
。
「八
木
会
長
は
Ｊ
Ｏ
Ｃ
会
長
の
要
職
も

務
め
ら
れ
、
ご
多
忙
と
は
思
フヽ
が
、
ぜ
ひ

継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
発
言
が

あ
り
、
拍
手
と
と
も
に
満
場

一
致
で
会
長

の
留
任
が
決
ま
っ
た
。
各
幹
事
の
選
任
に
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つ
い
て
は
会
長
に
一
任
さ
れ
、
十
二
時
四

十
分
総
会
は
終
了
し
た
。

●

会
場
の
緊
張
し
た
空
気
が
一
転
し
、
来

賓
の
入
場
と
と
も
に
懇
親
会
の
幕
が
切
っ

て
落
と
さ
れ
た
。
加
藤
桂
子
幹
事
が
司
会

を
務
め
、
八
木
会
長
の
挨
拶
で
宴
は
始
ま

っ
た
。

「旭
川
市
長
を
は
じ
め
、
多
数
の
来
賓
の

参
列
を
得
て
ま
こ
と
に
嬉
し
い
限
り
で
す
。

二
月
に
開
催
さ
れ
た

『ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
旭
川
大
会
』
も
成
功
裡
に

終
わ
り
、
国
際
的
視
野
の
も
と
に
発
展
を

つ
づ
け
る
故
郷

・
旭
川
を
誇
り
に
思
い
ま

す
」

と
コ
メ
ン
ト
。
次
い
で
ミ
ス
旭
川

・
菊
池

衣
美
さ
ん
に
よ
り
旭
川
市
か
ら
の
花
束
が

贈
ら
れ
た
。

菅
原
功

一
旭
川
市
長
は
、
前
日
大
阪
で

開
か
れ
た
関
西
旭
川
会
に
出
席
し
、
当
日
、

新
幹
線
で
駆
け
付
け
た
。
連
日
の
ハ
ー
ド

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
な
か
、
疲
れ
も
み
せ
ず

「二
十
六
国
が
参
加
し
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
大
会
は
、
外
国
選
手
か

ら
も
称
賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
選
手
団

団
長
と
し
て
長
野
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
成
功
に
導

い
た
八
木
会
長
の
協
力

が
あ
っ
て
こ
そ
の
成
果

で
す
。

旭
川
市
は
来
年
四
月

皇泉
　
一
日
か
ら
、
中
核
市
と

風
　
し
て
の
指
定
も
受
け
ま

離　付ダ鵬れａ〓↓一。順

れ
　
糸
に
ふ
さ
わ
し
い
街
づ

ふヽ
　
く
り
の
た
め
に
、
盛
大

動
　
な
イ
ベ
ント
展
開
を
考

つヽ
　
え
て
い
ま
す
」

贅
　
と
述
べ
た
。
市
長
に
は
、

、一　
当
会
か
ら
西
田
育
子
幹

滅
　
事
の手
に
よ
り
花
束
が

人
　
贈
呈
さ
れ
た
。

●

特
別
席
の
来
賓
二
十
四
名
、
国
会
議
員

四
名
が
順
次
紹
介
さ
れ
、
ビ
ー
ル
や
日
本

酒
、
焼
酎
、
ワ
イ
ン
の
栓
が
抜
か
れ
た
。 菅原功―旭川市長八木祐四郎会長

吉
野
務
旭
川
市
議
会
議
長
の
乾
杯
の
音
頭

と
と
も
に
、
会
場
は
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
た
。

時
刻
は
午
後

一
時
を
回
っ
て
い
た
。
中

央
に
据
え
ら
れ
た
テ
ー
ブ
ル
に
は
盛
り
だ

く
さ
ん
の
オ
ー
ド
ブ
ル
や
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ

シ
ュ
。
サ
イ
ド
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
旭
川
市

か
ら
提
供
さ
れ
た
蒸
し
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
カ

ボ
チ
ャ
の
山
が
、
あ
た
た
か
そ
う
な
湯
気

を
あ
げ
て
い
た
。

バ
タ
ー
を
た
っ
ぷ
り
と
付
け
な
が
ら

「小
さ
い
こ
ろ
を
思
い
だ
す
な
ぁ
」
と
語
り

合
フ
人
。
懐
か
し
い
顔
を
見
つ
け
て
は
「最

近
、
旭
川
に
帰
っ
た
か
い
？
」
北
海
道
弁

で
情
報
の
交
換
を
す
る
人
。
会
場
に
は
団

ら
ん
の
輪
が
い
く
つ
も
広
が
っ
た
。

例
年
評
判
の
旭
川
ラ
ー
メ
ン
も
つ
く
る

そ
ば
か
ら
売
れ
て
ゆ
き
、
三
十
分
余
り
で

用
意
し
た
二
百
食
分
が
な
く
な
っ
た
。

宴
も
た
け
な
わ
の
頃
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト

【レ
ス
リ
ン
グ

・
フ

ラ
イ
級
】
の
吉
田
義
勝
氏
、
ス
コ
ー
バ
レ

ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

【ア
ル
ペ
ン
】
の

井
上
恵
三
氏
が
紹
介
さ
れ
た
。
両
者
は
当

会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
。

さ
ら
に
歌
手

・
水
奈
月
順
子
さ
ん
の
歌

二
曲

翁
だ
ん
な
さ
ま
』
『屋
台
ば
な
し
り

も
披
露
さ
れ
た
。
水
奈
月
さ
ん
は
風
連
町

の
出
身
で
あ
り
、
旭
川
市
の
観
光
大
使
と

し
て
も
名
を
連
ね
て
い
る
。

宴に華を添える歌手・水奈月順子さん
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木会長、菅原市長、山川商工会議所会頭、吉野市議会議長、稲村観光協会会長

●

例
年
、
会
員
が
楽
し
み
の
ひ
と
つ
に
し

て
い
る
の
が
抽
選
会
で
あ
る
。
今
年
も
武

田
陽
子
幹
事
の
司
会
と
と
も
に
始
ま
っ
た
。

各
航
空
会
社
か
ら
の
航
空
券
、
ホ
テ
ル
の

宿
泊
券
、
家
庭
用
品
、
清
酒
や
ク
ッ
キ
ー
、

ラ
ー
メ
ン
、
味
噌
な
ど
の
食
品
類
、
う
に

や
昆
布
な
ど
の
海
産
物
、
い
ず
れ
も
協
賛

各
社
か
ら
提
供
さ
れ
た
賞
品
で
あ
る
。

畿当
選
番
号
が
呼
び
上
げ
ら
れ
る
た
び
に

歓
声
が
あ
が
り
、
宴
は
い
や
が
う
え
に
も

盛
り
上
が
っ
た
。

刻
々
と
終
宴
の
時
間
が
迫
っ
て
き
た
。

午
後
二
時
十
五
分
。
万
歳
の
音
頭
を
と
る

た
め
山
川
久
明
旭
川
商
工
会
議
所
会
頭
が

壇
上
に
あ
が
っ
た
。
同
氏
は
菅
原
市
長
、

八
木
会
長
、士
口野
旭
川
市
議
会
議
長
、稲
村

健
蔵
旭
川
観
光
協
会
会
長
ら
を
壇
上
に
招

き
、
五
名
揃
っ
て
の
万
歳
三
唱
と
な
っ
た
。

去
り
が
た
い
思
い
を
残
し
な
が
ら
二
時

二
十
分
、
終
宴
と
な
っ
た
。
外
は
小
雨
が

ぱ
ら
つ
い
て
い
た
。

翌
日
、
旭
川
は
初
雪
が
降
っ
た
と
い
つ
。

故
郷
は
、
長
い
冬
を
迎
え
る
。

総
会

・
懇
親
会
参
加
者
（敬確
・順３
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▼
旭
川
市
関
係

市
長

・
菅
原
功

一
、
同
夫
人

・
美
喜
子
、
市
議

会
議
長

・
吉
野
務
、
商
工
会
議
所
会
頭

・
山
川

久

明
、
④
旭
川
観
光
協
会
会

長

・
稲
村
健
蔵
、

同
夫
人

・
美
智
子
、
旭
川
市
企
画
部
長

・
中
屋

利
夫
、
旭
川
市
商

工
部
長

・
板
東
光
則
、
同
産

業
立
地
課
長

・
高

田
保
、
同
企
画
部
秘
書
課

・

主
藤
肇
、
同

・
金

み
の
り
、
市
議
会
事
務
局
庶

務
課

ｏ
松
本
裕
紀
、
商
工
会
議
所

・
佐

々
木
正

史
、

ミ

ス
旭
川

・
菊
池
衣
美

▼
在
京
関
係

側
北
海
道
倶
楽
部

・
布
施
俊
幸
、
北
海
道

ふ
る
　

一ノ

朝

倉

隆

司
、
新

井

弓

子
、
新

谷

智

之
、
伊

塚

さ
と
会
連
合
会
副
会
長

・
森
晴
勇
、

サ

ッ
ポ

ロ
　

一　
清
、
板
井

一
朧
、
伊
集
院
費
、

石
田
清

一
、
今

ビ
ー

ル
欄
営
業
推
進
部

・
人
見
哲
夫
、
輸

日
本
　
一　
井

花

子
、
井

上

恵

三
、
庵

原

浩

司
、
植

木

宏

エ
ア
シ

ス
テ

ム
東
京
支
店
顧
客
開
発
部
次
長

・

一　
昌
、
梅
原
音
二
、
海
老
澤
美
智
子
、
蛯
子
幸
三

蓮
池
正
明
、
同
顧
客
開
発
グ

ル
ー
プ

・
坂
尻
理
　
一　
郎
、
蛯
子

マ
ツ
子
、
尾
崎

靖
亮
、
大
野
武
夫
、

子
、
全

日
本
空
輸
帥
国
内
販
売
推
進
部
主
席

・

一　
大

江

誠
、
折

登

昭

三
、
大
島

英

一
、
大

玉

勝

山
村
崇
、
日
本
航
空
欄
国
内
旅
客
部
販
売
担
当
　
一　
政
、
大
屋
道
夫
、
小
川
礼
子
、
荻
原
京
子
、
大

課
長

・
吉

田
洋
介
、
藤
原
製
麺
欄
東
京
支
店
取
　
一　
津
紀
美
代
、
岡
本
裕
昭
、
石
野
博
子
、
小
澤
敏

締
役
支
店
長

・
高
本
哲
司
、
欄
旭
ダ

ン
ケ
東
京
　
一　
男
、
大
澤

テ

ル
子
、
加
藤

辰
雄
、
加
藤
桂

子
、

賀
商
店
専
務

・
佐
賀
雄
策

▼
国
会
議
員

参
議
院
議
員

・
菅
野
久
光
、
同

・
風
間
涎
、
衆

議
院
議
員

・
金

田
英
行
０
、
同

・
佐

々
木
秀
典

ハ
刑
湘
制
酬
悧
Ⅳ

鳴
雅
昭
、
川
窪

正
昭
、
五
郎
部

俊
朗
、
佐
藤
安
弘
、
古
川
昭

一
、
松
原
愛
、
吉

田
義
勝

▼
祝
電

衆
議
院
議
員

・金

田
英
行
、
関
西
旭
川
会
会
長

・

豊
沢
敬

一
郎

子
、
木
下
浩
光
、
窪

田
敬
昭
、
黒
崎
弘
、
桑
本

平
八
、
小
柳
武
二
、
木
幡
功
、
鴻
上
修

一
、
河

原

惟

臣
、
佐

々
木

憲

一
、
斎

藤

登
、
斎

藤

通

子
、
白
倉
伸
也
、
島

田
嘉

明
、
直
原
綾
子
、
鈴

木
毅
、
鈴
木
吉
之
′
宗

万
裕
、
宗

万
由
美

子
、

佐
藤
哲
朗
、
武
田
陽
子
、
竹
原
茂
雄
、
高
橋
文

子
、
高
橋
英
治
、
高
橋
正
夫
、
田
中
幹
夫
、
田

村
稔

子
、

田
村

昌
士
、
竹

田
薫
、
寺

田
英

子
、

土
井
磨
智
子
、
豊
島
邦
夫
、
田
原
勝
司
、

田
中

国
夫
、
中
村
泰
敏
、

名
和

公
士
、

西
館
利

子
、

西

田
育

子
、
丹

羽

亘
、
野
作

雅
章
、
中

村

園

子
、
原
公
朗
、
花
輪
元
治
、
林
秀

一
、
坂
東
勝

利
、
坂
東
幸
子
、
坂
東
宗
光
、
廣
野
貴
之
、
平

澤

民
義
、
引

地
康

博
、
廣

瀬

兵

一
、
古

川

久

継
、
古
畠
誠

一
、
藤
井
章

司
、
深
澤
幸
子
、
本

田
真

知

子
、
堀

江

秀

明
、
本

間

敏

弘
、
松

島

蔦
、
松
島
貞
雄
、
松
田
勇
三
、
枡
澤
均
、
御
手

洗
正
夫
、
南
栄

二
、
宮
森
信

之
、
三
浦
恵

子
、

松
原
茂
喜
、
箕
輪
紫
、
安
井
規
雄
、
八
木
祐
四

郎
、

山
脇
兼
治
、
山
本
正
純
、
山
城
弘
康
、
吉

田
友

之
、
吉

住

美

光
、
横

川

正
市
、
横

山

秀

夫
、
和

田
睦
夫

・
旭
川
市
長

・
旭
川
市
議
会
議
長

・
旭
川
商

工

会
議
所
会
頭

・
他
旭
川
観
光
協
会
会
長

・
働
道

北
地
域
旭
川
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー

・
旭
川

グ

ラ

ン
ド
ホ
テ

ル

ｏ
旭
川

パ
レ
ス
ホ
テ

ル

・
ホ

テ

ル
ク

レ
ッ
セ
ン
ト
旭
川

・
全

日
本
空
輸
欄

・

帥

日
本

エ
ア
シ
ス
テ

ム

ｏ
日
本
航
空
帥

・
男
山

帥

・
サ

ッ
ポ

ロ
ビ
ー

ル
欄

・
ニ
ッ
カ
ウ
ィ

ス
キ

ー
帥

・
合
同
酒
精
帥

・
藤
原
製
麺
欄

・
ホ
ク

レ

ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会

・
帥

セ
ー
キ

・
今
野

醸
造
欄

・
佐
賀
商
店

・
薬

日
本
堂
欄

・
０
本
間

不
動
産

・
欄
旭
ダ

ン
ケ
東
京
営
業
所

・
帥
十
勝

・

バ
イ
オ

ス
フ
ィ
ア
イ

ン
ク

(H10。 9.1～ H ll.8.31)

収 入 の 部 支 出 の 部

不斗   目 金  額 不斗   目 金  額

繰 入 金

年 会 費

懇 親 会 費

寄 付 金

名 簿 売 上

雑 収 入

572,433

644,000

1,400,000

150,000

2,500

427

懇 親 会 費

通 信 費

会 議 費

印 刷 費

交 際 費

事 務 費

手 数 料

1,612,929

174,040

67,816

178,500

55,000

35,280

14.125

支  出 計 2,137,690

繰  越  金 631,670

合 計 2,769,360 合 計 2,769,360

繰越金内訳 富士銀行新宿新都心支店 普通預金 631,670

合計 631,670

事 務 局 日 誌  (平成10年 9月 ～平成|1年 8月 )

平成10年 ★ 9月 25日 ・第 1回総会企画委員会★ 10月 5

日・第 1回広報委員会★ 10月 6日 ・会計監査★ 10月 13

日・第 1回幹事会★ 10月 16日 b第22回総会懇親会★ 10

月24日 ・北海道υζ、るさと会連合会20周 年記念行事出席

★H月 24日 ・第 1回親睦委員会★ 12月 3日・第 2回広

報委員会★ 12月 21日・第 3回広報委員会/会報20号発行

平成11年 ★ 1月 9日 ・北海道υζ、るさと会連合会新年交

礼会出席★ 1月 29日 0第 2回幹事会★ 2月 4日・第 |

回親睦委員会ゴルフコンペ案内発送★ 2月 10日 ・「郷

土訪間の旅」航空会社と調整★ 2月 13日 ・北海道υζ、る

さと会連合会事務局長幹事長会議出席☆ 3月 12日 ・第

2回親睦委員会「郷土訪間の旅」案内発送★ 4月 4日・

親睦ゴルフコンペ★ 5月 日日・第 2回総会企画委員会

★ 6月 4～ 7日 0第 12回「郷土訪間の旅」☆ 6月 16日・

第 3回幹事会☆ 7月 2日 ・第 1回総務/総会企画/広報

合同委員会☆ 7月 3日・北海道νζ、るさと会連合会「ビ

ールエ場見学と納涼会」出席★ 7月 23日・第 2回総務/

総会企画/広報合同委員会★ 8月 6日・総務委員会広告

協賛依頼発送☆ 8月 20日 ・第 3回総務/総会企画/広報

合同委員会/総会案内書発送

会員名簿(改訂版09版)発行のご案内
平成‖年 9月 1日 現在の F会員名簿」が

発行されました。総会・懇親会に欠席され
た会員でご希望の方は、下記の要領でお申
し込みください。
◎ 1部  |′ 000円 (送料込み)

◎申込先 東京旭川会事務局
〒163-1310 新宿区西新宿6-5-|

新宿アイランドタワー10階 。東京美装興業l■l内

TEL03-5322-2725  FAX03-5322-2715

◎申込方法 ハガキ、電話、ファックスの
いずれでも結構です。

※代金の支払い方法については、名簿送付
の際にご連絡いたします。
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十
年
連
続
、
旭
川
に
ス
キ
ー

ツ
ア
ー

日
産
労
連
リ
ッ
ク
事
業
部

専
務
理
事
　
　
大
竹
　
龍
雄

冬
の
旭
川
に
は
、
会
社
の
ス
キ

ー
ツ
ア
ー
で
連
続
十
回
を
記
録
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
南
は
九
州
か

ら
東
北
ま
で
毎
回
三
百
五
十
人
前

後
。
多
い
と
き
は
四
百
人
を
超
え

て
い
ま
す
。
本
当
に
長
い
お
付
き

合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。旭

川
は
と
に
か
く
食
べ
物
が
お

い
し
い
。
今
年
は
夏
休
み
の
十
日

間
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
日
中

は
三
十
五
度
と
東
京
と
変
わ
り
な

い
異
常
な
暑
さ
に
は
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。

青
春
時
代
を
旭
川
で
過
ご
す

帥
デ
ジ
タ
ル
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
専
務

川
窪
　
正
昭

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
入
局
し
た

一
年
生
時

代
に
旭
川
で
七
年
間
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
妻
も
旭
川
出
身
で
す
。

そ
の
意
味
で
、
私
に
と
っ
て
旭
川

は
第
二
の
″故
郷
″
と
い
え
ま
す
。

今
で
は
冬
の
あ
の
厳
し
い
寒
さ
が

懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

記
者
時
代
に
こ
れ
と
い
っ
て
記

憶
に
残
る
大
き
な
事
件
、
事
故
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
青
春
の

一
ペ
ー
ジ
を
刻
ん
だ
懐
か
し
い
思

い
出
の
地
で
す
。

三
浦
綾
子
さ
ん
の
取
材
に
同

席
働
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
研
修
セ
ン
タ
ー

川
鳴
　
雅
昭

昭
和
三
十
八
年
か
ら
六
年
間
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
旭
川
支
局
に
勤
務
し
ま
し

た
。
そ
の
間
に
三
浦
綾
子
さ
ん
が

『氷
点
』
で
話
題
に
な
り
、
先
輩
が

取
材
を
し
た
際
に
同
席
し
た
思
い

出
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
三
浦
さ
ん

も
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
…
…
。

月
日
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
ま
す
。

妻
が
旭
川
の
出
身
な
の
で
時
折

帰
り
ま
す
が
、
老
舗
の
店
が
な
く

な
り
、
商
店
街
も

一
変
し
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
偕
行
社
も
い
ま
は

美
術
館
の
よ
う
で
す
ね
。

故
郷
は
母
に
抱
か
れ
た
よ
う

な
安
ら
ぎ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

さ
と
う
あ
ん
こ
う
事
務
所

佐
藤
　
安
弘

昭
和
十
三
年
に
三
―
六
街
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
父
の
都
合
で
四
歳

か
ら
八
歳
ま
で
上
海
で
過
ご
し
、

戻
っ
て
日
章
小
学
校
に
入
り
ま
し

た

，
高
校
・大
学

（旭
川
西
高
校
・

北
海
道
大
学
）
と
も
野
球
部
で
汗

を
流
し
た
も
の
で
す
。
野
球
選
手

に
な
り
た
か
っ
た
の
で
す
が
背
丈

が
足
り
ず
、
そ
こ
で
日
刊
ス
ポ
ー

ツ
社
に
入
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

昨
年
四
十
年
振
り
に
高
校
の
同

窓
会
に
出
席
の
た
め
旭
川
に
帰
り

ま
し
た
。
理
屈
な
し
に
故
郷
は
い

い
。
母
の
胎
内
に
帰
っ
た
気
分
で

安
ら
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

旭
川
支
店
長
と
し
て
五
年
間

勤
務

柳
ジ
ェ
イ
ト
ラ
ベ
ル
東
京

常
務
取
締
役

古
川
　
昭

一

二
十
年
程
前
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
が
く
り

〓
か
ら
＞
‐〓
ｏ
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
に

移
行
す
る
時
期
に
五
年
間
、
初
代

の
支
店
長
と
し
て
旭
川
に
勤
務
し

ま
し
た
。
北
海
道
は
、
夏

・
秋

・

冬
は
よ
い
の
で
す
が
、
四
月
、
五

月
が
観
光
の
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
旭
川
を
中
心
と
し
た
道
北

の
広
域
観
光
の
た
め
に
腐
心
し
た

も
の
で
す
。

私
は
鹿
児
島
の
薩
摩
大
使
も
務

め
て
お
り
、
北
と
南
で
距
離
は
離

れ
て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
故
郷

の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

昔
の
面
影
残
る
公
園
や
川
岸

明
治
乳
業
船

取
締
役
国
際
本
部
長

吉
田
　
義
勝

二
～
三
年
に

一
度
は
旭
川
に
帰

っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
中
学
時
代

の
恩
師
の
喜
寿
の
お
祝
い
が
あ
り

駆
け
付
け
ま
し
た
。
帰
る
た
び
に

常
磐
公
園
や
石
狩
川
の
川
岸
を
散

策
し
ま
す
。
昔
と
比
べ
て
き
れ
い

に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
面
影

も
少
し
残
っ
て
い
て
な
つ
か
し
い

思
い
で
歩
き
回
り
ま
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ

ル
を
取
っ
た
の
は
、
私
が
大
学
二

年
の
時
で
す
が
、
故
郷
の
後
輩
も

活
躍
し
て
い
る
の
を
見
て
、
と
て

も
嬉
し
い
で
す
ね
。

心
に
公
演
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

声
楽
科
を
卒
業
せ
ず
に
オ
ペ
ラ

歌
手
に
な
れ
た
の
も
、
地
元
の
応

援
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
と
お
も
っ

て
い
ま
す
。
い
ま
で
も
年
に
数
回
、

旭
川
か
ら
お
呼
び
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
そ
の
時
に
は
た
っ
ぷ
り
親

孝
行
を
し
て
き
ま
す
。

※
五
郎
部
さ
ん
主
演
の
オ
ペ
ラ
『
セ
ビ
リ

ア
の
理
髪
師
」
が
、
二
月
二
十
四
上
一十

六
日
に
新
国
立
劇
場
で
公
演
さ
れ
ま
す
。

歌
を
通
し
て
旭
川
の
た
め
に

お
手
伝
い
を

０
ブ
ラ
ン
ニ
ュ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役
　
　
松
原
　
愛

生
ま
れ
て
か
ら
二
歳
ま
で
旭
川

歌
手
の
前
は
、
市

内
で
音
楽
の
先
生

オ

ペ
ラ

い で 国 四 そ 生 歳 中 て 高 中  五
ま 七 際 年 の を ま 学

｀ ｀
学 東 郎 テ

は 回 コ 間 後 し で で 市 教 か 旭 部 ノ
東 入 ン 留 ミ ま 音

｀
内 育 ら 川  |

京 賞 ク 学 ラ し 楽 二 の 大 旭 の 俊 ル
を し |し ノ た の 十 東 を 川 旭 朗 歌
中

｀
ル

｀
に

°
先 七 陽 出 南 川  手

薔灘騨蓋要雲 つ何 ま め で 芸  歌 い の ま た 誠 に
斑華華華 て で れ ら

｀
能 観 を ま 興 は

L゚°
い も で れ 先 人 光 う で 業 ¬ 日 で 京
ま お す て 輩 の 大 た も や 山 大 歌 都
す 手 し な の 会 使 つ 自 新 本 芸 手 の

思 ら 生 薦 こ の  り ｀
ど い し と

（敬
称
略

・
順
不
同
）

東
京
旭
川
会
で
は
毎
年
、
愛
好
者
に
よ

る

『親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
』
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
あ
る

「ゴ
ル

フ
愛
好
会
」
の
名
簿
は
相
当
古
く
、
会
員

へ
の
連
絡
も
不
十
分
で
迷
惑
を
お
か
け
し

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
改
め
て
入
会
希
望
者
を
つ
の

り
、
名
簿
を
作
り
直
し
て
、
多
く
の
方
々

が
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
か
ら
は
、
桜
の
咲
く
四
月

中
旬
に
御
手
洗
正
夫

・
当
会
顧
間
を
大
会

会
長
と
し
て
恒
例
で
『親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
』

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
ふ
る
っ
て

「ゴ
ル
フ
愛

好
会
」
に
ご
入
会
く
だ
さ
い
。
（入
会
費
は

無
用
、
登
録
を
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
す
）

◆
申
込
方
法

希
望
者
は
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、

連
絡
先
の
住
所
、
電
話
番
号
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
番
号
を
明
記
し
て
左
記
宛
て
お
送

り
く
だ
さ
い
。

◆
連
絡
先

〒
二
五
二
―
○
〇

一
一

新
座
市
野
火
止
七
―

一
六
―
二
〇

技
研
科
学
欄

代
表
取
締
役
社
長
　
　
一局
橋
正
夫

ＴＥＬ
Ｏ
四
八
―
四
七
九
―
二
九
七

一

Ⅲ
Ｏ
四
八
―
四
七
九
―
二
五
四
二

ま

た
は

東
京
旭
川
会
事
務
局
長
　
桑
本
平
八

◆
申
込
期
限
　
　
平
成
十
二
年
一
月
末
日
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二
〇
〇
〇
年
に
は
、
中
核
市
に
移
行

記
念
事
業
も
大
規
模
に
展
開

旭

川
市
長
　
菅

　

原
　
功

　

一

東
京
旭

川
会

の
皆

さ

ん

に
は
、

日

ご
ろ

か
ら
郷
土
旭

川

に
対
し
ま
し

て
格

別

の
ご

支
援

ょ
」
協
力
を

い
た
だ

い
て
お
り
、
心

か

ら
厚

く

お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

去

る
十
月
十

六

日

の
総
会

・
懇
親
会

で

は
、
懐

か
し

い
皆

さ
ん
方

の
お
顔

を
拝

見

し
、
市

政

に

つ
い
て

の
貴
重

な

ご
助
言
を

い
た
だ
く
な

ど
、
楽

し
く
有

意
義

な
時

間

を
過

ご
さ

せ
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。

新

た
な

ミ

レ

ニ
ア

ム

（千
年
紀
）
が
始

ま

る
明
年

に
は
、
八
木
会
長

さ

ん

が
長

野

に

続

い
て
シ
ド

ニ
ー

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
日
本

選
手
団
長

と
し

て
、

さ

っ
そ
う

と
行
進
す

る
雄
姿

が
世
界
中

に
流

れ
ま
す
。
全
国

民

に
熱

い
感

動
を
与
え

て
く

れ

た
長

野

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
再
現
を
、
心

か
ら
期
待

し

て

お
り
ま
す
。

旭

川
市

に
お

い
て
は
、
来

年

四
月

か
ら

北
海
道

で
唯

一
の
中

核
市

に
移
行

し
、
市

政
執
行
上

の
権

限

が
大
幅

に
広

が
る
と
同

時

に
市

立
保
健
所
も
開

設

さ
れ

る
な

ど
、

1奪書曇II翼墨111

十
二
月
十
五
日
、
旭
川
市

議
会
第
四
回
定
例
会
に
お
い

て
、
八
木
祐
四
郎
会
長
が

『旭
川
市
功
労
者
』
表
彰
を

受
け
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

さ
ま

ざ
ま
な
面

で
市

民
サ
ー

ビ

ス
の
向

上

が
図
ら

れ

て

い
き
ま
す
。

さ
ら

に
八
月

に
は
、
旭

川

の
歴

史

を
振

り
返
り
、
未
来

へ
の
発
展

を
願

っ
て
市

民

ぐ

る

み
で
取
り
組

み
を
進

め

て

い
る

「
ふ

る
さ
と

・
旭

川
二
〇
〇
〇
年
記

念
事
業
」
の

メ
イ

ン
行
事
も
盛
大

に
行
な
わ
れ
ま
す
。

ま
さ

に
二
〇
〇
〇
年

の
幕
開

け

は
、
東

京
旭

川
会

及

び
郷
土
旭

川

に
と

っ
て
輝

か

し

い
も

の
に
な

る
で
し

ょ
う

。

今
、
旭

川
市

で
は
北
彩

都
あ

さ

ひ
か
わ

（駅
周
辺
開
発
）

や
中
心
市
街

地
活
性
化
、

高
速
道
路
深

川
―
旭

川
鷹

栖

間

の
四
車
線

化
な

ど
、
将
来

の
都
市

形
成

と
拠

点
機
能

の
向
上
を
図

る
上

で
重
要

な
事

業

が
着

々

と
進

め
ら
れ

て
お
り

ま
す
。

こ
れ
ま

で
も

当
市

は
北
北
海
道

の
拠
点

都
市

と
し

て
圏

域

の
発
展

に
尽
力
し

て
参

り

ま
し

た

が
、

中
核
市

移
行

に
よ
り
、

そ

の
役
割

は
ま
す

ま
す
重
要

に
な

っ
て
ま

い
り
ま
す
。

私

は
、
今
後

と
も

「
市

民
参
加

に
よ

る
市

政

の
推
進
」
を
基
本

理
念

と
し
、
一二
十
六
万

の
市

民

と
共

に
知
恵

と
汗

を
出

し
合

っ
て

中
核
市

に
ふ
さ
わ
し

い
ま

ち

づ
く

り
を
進

め

て
参

り

た

い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

東
京
旭

川
会

の
皆

さ

ん

に
は
、
今
後

と

も
郷
土
旭

川

の
た
め

に
温

か

い
ご
支
援

・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う

、

よ

ろ
し
く

お

願

い
申

し
上
げ
ま
す
。
最

後

に
な

り
ま
し

た
が
、
東
京
旭

川
会

の
ま
す

ま
す

の
ご
発

展

と
、
会
員

の
皆

さ

ん

の
ご
健
康

ょ
」
活
躍

を
心

か
ら

お
祈
り
申

し
上
げ

ま
す
。

今
回
の
受
章
は
、
東
京
旭
川
会
会
長
を

長
年
務
め
る
と
と
も
に
、
来
年
で
二
十
回

を
迎
え
る

『旭
川
国
際
バ
ー
サ
ー
ス
キ
ー

大
会
』
を
提
唱
す
る
な
ど
、
市
勢
の
伸
展

に
寄
与
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た

，も
の
。

六
月
四
日
、
八
時
五
十
五
分
発
の
日
本

エ
ア
シ
ス
テ
ム
機
で
羽
田
空
港
を
出
発
し

た
。
今
回
は
、
原
公
朗
・
副
会
長
を
団
長

に
約
四
十
名
が
参
加
し
た
。

十
時
三
十
分
、
旭
川
空
港
に
到
着
。
大

雪
山
連
峰
は
今
年
は
残
雪
が
多
く
、
山
装

の
雪
が
裾
を
引
き
美
し
か
っ
た
。
東
京
は

六
月
二
日
梅
雨
に
入
っ
た
が
、
梅
雨
の
な

い
北
海
道
は
さ
す
が
に
爽
や
か
で
あ
る
。

空
港
ビ
ル
前
で
の
歓
迎
の
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
旭
川
市
役
所
の
斎
藤
企
画
部
次
長

か
ら

「よ
フヽ
こ
そ
。
皆
さ
ま
の
思
い
が
通

じ
、
よ
い
お
天
気
で
す
。
故
郷

を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、

ご
挨
拶
が
あ
り
、
原
団
長
に
花

束
が
贈
呈
さ
れ
た
。

記
念
写
真
の
撮
影
の
後
、
バ

ス
ニ
台
に
分
乗
し
て
昼
食
会
会

場
に
向
か
っ
た
。
車
窓
か
ら
は

花
の
街

・
東
神
楽
の
新
し
い
役

場
、
神
楽
岡
公
園
、
ラ
ー
メ
ン

店
の
一
群
、
ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
花
、

昔
と
変
わ
ら
ぬ
家
並
み
な
ど
が

見
え
、
懐
か
し
く
思
い
な
が
ら

目
的
地
に
到
着
し
た
。

会
場
は
、
明
治
四
十
二
年
に

建
て
ら
れ
た
赤
煉
瓦
の
旧
館
脇

倉
庫
を
ス
イ
ス
風
ビ
ヤ
ホ
ー
ル

に
改
装
し
た
『銀
座
ラ
イ
オ
ン
』

で
、
往
時
の
ま
ま
の
荘
厳
な
た
た
ず
ま
い

だ
っ
た
。
出
張
中
の
菅
原
市
長
に
代
わ
っ

て
中
田
収
入
役
か
ら

「旭
川
市
は
平
成
十

二
年
四
月
、
中
核
市
に
移
行
す
る
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
多
く
の
権
限
が
道
か
ら

市
に
委
譲
さ
れ
、
市
政
の
幅
が
大
き
く
拡

が
り
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
市
の
発
展

を

一
同
心
か
ら
喜
ん
だ
。
昼
食
は
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
や
ド
リ
ン
ク
飲
み
放
題

で
美
味
し
く
い
た
だ
い
た
。

昼
食
後
は
バ
ス
で
旭
川
駅
へ
向
か
い
、

こ
こ
で
解
散
。
市
内
見
物
を
す
る
者
は
三

浦
綾
子
文
学
館
へ
と
出
発
し
た
。
昨
年
六

月

『氷
点
』
の
舞
台
と
な
っ
た
見
本
林
に

オ
ー
プ
ン
し
、
雪
の
結
晶
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
正
六
角
形
の
建
物
で
あ
る
。
《
ひ
か
り
と

愛
と
い
の
ち
》
が
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
こ
の

文
学
館
に
は
、
道
内

・
外
か
ら
多
く
の
来

館
者
が
あ
り
、
半
年
で
六
万
人
。
予
想
に

倍
す
る
数
と
い
フヽ
。

次
に
向
か
っ
た
の
が
神
居
町
雨
紛
の

『花
菜
里
ラ
ン
ド
・旭
川
農
業
セ
ン
タ
ー
』

で
、
約
九

・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
に
い

ろ
い
ろ
な
施
設
が
あ
る
。
″各
種
農
業
へ
の

支
援
、
都
市
と
農
村
の
交
流
な
ど
の
機
能

を
兼
ね
備
え
た
総
合
的
な
農
業
支
援
体
制

の
拠
点
″
で
あ
り
、
職
員
の
方
の
日
に
焼

け
た
顔
、
土
に
親
し
ん
だ
手
、
熱
心
な
説

明
に
意
気
込
み
を
感
じ
た
。

北
海
道
の
春
は
い
ろ
い
ろ
な
花
が
い
ち

時
に
咲
く
。
セ
ン
タ
ー
に
も
八
重
桜
、
多

彩
な
色
や
形
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
瑯
問
な

ど
が
美
し
く
咲
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

見
学
中
に
急
に
空
が
暗
く
な
り
大
粒
の
雨

が
落
ち
て
終
靴
「
そ
れ
が
直
径
ニ
セ
ン
チ

程
の
大
位
の
雹
に
変
わ
り
、
ピ
ン
ポ

ン
玉

の
よ
う
に
跳
ね
上
が
る
。
し
ば
ら
く
の
間

じ
っ
と
見
入
っ
た
。

最
後
江
津
ン
タ
ー
で
作
っ
た
食
材
を
使

っ
た
お
餞

頭
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
た
っ

ぷ
り
と
い
た
だ
き
、
見
学
を
終
え
た
。

夜
は

『天
金
本
店
』
で
、
旭
川
市
東
京

事
務
所
の
Ｏ
Ｂ
と
当
会
有
志
と
の
懇
親
会

が
あ
り
、
旧
交
を
温
め
た
。
藤
沢
助
役
は

「旭
川
市
は
、
こ
れ
か
ら

，
皮
も
二
皮
も
剥

け
ま
す
」
と
語
ら
れ
、
原
団
長
か
ら
は
「旭

川
市
に
も
電
柱
の
見
え
な
い
道
路
が
出
来

て
…
…
」
と
、
市
の
発
展
を
喜
ぶ
挨
拶
が

あ
っ
た
。
出
張
か
ら
一民
ら
れ
た
市
長
も
、

「東
京
旭
川
会
の
多
大
な
ご
支
援
を
感
謝

し
ま
す
」
と
挨
拶
を
さ
れ
、
そ
の
後
は
北

海
道
弁
が
飛
び
交
フヽ
宴
席
と
な
っ
た
。

翌
五
日
は
、
『北
海
道
護
国
神
社
例
大

祭
』

一
日
日
で
あ
る
。
護
国
神
社
や
常
磐

公
園
の
近
辺
に
は
縁
日
の
店
、
見
世
物
小

屋
な
ど
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
た
。

こ
の
日
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
は
、
何
と
い

っ
て
も
北
海
道
音
楽
大
行
進
で
あ
る
。
戦

前
か
ら
、
旭
川
名
物
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て

お
り
、
今
年
は
第
六
十
七
回
目
を
数
え
る
。

市
内
の
幼
稚
園
児
、
小

・
中

・
高
校
の
生

徒
の
ほ
か
、
札
幌
市
、
苫
小
牧
市
な
ど
一

般
七
十
三
団
体
、
約
二
千
人
が
参
加
。
全

国
最
大
級
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
祭
典

に
な
っ
た
。

正
午
か
ら
石
狩
川
河
畔
の
リ
ベ
ラ
イ
ン

で
開
会
式
が
行
な
わ
れ
、
午
後

一
時
、
北

海
道
警
察
音
楽
隊
を
先
頭
に
行
進
を
開
始
。

揃
い
の
衣
裳
で
、
「
ス
タ
ー
・ウ
オ
ー
ズ
」

や

「だ
ん
ご
三
兄
弟
」
な
ど
を
演
奏
し
た

り
、
遊
び
心
い
っ
ぱ
い
に

「Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
」
を
披
露
し
た
高
校

も
あ
り
、
約
十
五
万
人
の
観
客
は
盛
ん
に

拍
手
を
送
っ
て
い
た
。

※
次
回
の

「郷
土
訪
間
の
旅
」
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
実
施
の
可
否
、
詳
細
等
に
つ
い
て

検
討
し
、
実
施
が
決
ま
れ
ば
早
急
に
会
員

の
方
々
に
連
絡
し
ま
す
。

第十二回 眈『土訪間の旅』

故郷の活気と人々の意気込みに

未来を感じる

須藤 智恵子
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当
会
の
八
木
祐
四
郎
会
長
は
、
本
年
四

月
Ｊ
Ｏ
Ｃ
会
長
に
就
任
。
シ
ド
ニ
ー
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
は
じ
め
大
阪
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
招
致
関
係
等
、
国
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ
に

関
す
る
諸
問
題
に
精
力
的
に
対
応
さ
れ
て

い
る
。
加
え
て
、
二
〇
〇
〇
年
に
開
催
さ

れ
る
シ
ド
ニ
ー
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も

日
本
選
手
団
団
長
と
し
て
参
加
す
る
こ
と

が
決
定
し
た
。

八
木
会
長
が
九
十
八
年
の
長
野
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
も
、
選
手
団
団
長
と
し
て
活
躍

さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
夏
と
冬

の
両
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
団
長
を
務
め
る
の

は
、
故

ｏ
柴
田
勝
治
氏

（七
二
年

・
札
幌

旭
川
が
誇
る
作
家
、
三
浦
綾
子
さ
ん
が

十
月
十
二
日
、
七
十
七
歳
で
亡
く
な
ら
れ

た
。
二
十
五
日
、
市
民
文
化
会
館
で
行
わ

れ
た

『作
家
豊
一浦
綾
子
さ
ん
を
偲
ぶ
会
』

に
は
、
千
三
百
人
余
り
の
市
民
や
全
国
の

三
浦
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
、
そ
の
死
を
惜
し

ん
だ
。

実
行
委
員
長
の
菅
原
市
長
は
、
「こ
の
北

の
大
地
に
こ
だ
わ
り
、
作
家
活
動
を
続
け
、

四
千
万
部
の
本
を
世
界
中
の
人
に
届
け
ま

し
た
。
旭
川
に
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
た

の
で
、
市
と
し
て
も
特
別
の
顕
彰
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
参
加
者

に
語
っ
た
。

『三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
』
の
高
野
斗

志
美
館
長
は
、
習
一浦
文
学
は
、
人
を
な
ぐ

冬
季
、
八
四
年

・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
夏
季
、

八
八
年

・
ソ
ウ
ル
夏
季
の
団
長
）
に
次
い

で
二
人
日
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
十

一
月
に
は
ア
ジ
ア
・
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
評
議
会

（Ｏ
Ｃ
Ａ
）
の
副
会
長

に
も
就
任
し
、
ア
ジ
ア
全
体
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
か
な
め
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担

フヽ
こ
と
に
な
っ
た
。

全
国
に
感
動
を
与
え
、
大
き
な
成
果
を

あ
げ
て
終
了
し
た
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

つ
づ
い
て
、
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

も
異
国
の
空
に
一
本
で
も
多
く
の
日
の
丸

が
ひ
る
が
え
る
よ
フヽ
願
っ
て
い
る
。

さ
め
、
励
ま
す
文
学
で
し
た
。
ま
た
、
三

浦
さ
ん
の
存
在
そ
の
も
の
が
、
人
を
励
ま

し
、
勇
気
づ
け
て
い
ま
し
た
」
と
話
し
た
。

友
人
代
表
の
優
佳
良
織
の
本
内
綾
さ
ん

の
言
葉
の
あ
と
、
夫
の
三
浦
光
世
さ
ん
が
、

綾
子
さ
ん
が
大
好
き
だ
っ
た
童
謡

『赤
と

ん
ぼ
』
の
一
番
を
独
唱
し
、
旭
川
出
身
の

テ
ノ
ー
ル
歌
手

・
五
郎
部
俊
朗
さ
ん
と
と

も
に
参
加
者
全
員
で
合
唱
し
て
、
会
を
締

め
く
く
っ
た
。
合
掌
。
安
ら
か
に
お
眠
り

く
だ
さ
い
。
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約 |′ 200人が参加 した偲 .ζミ会

旭
川
Ｂ
Ｌ
が
大
活
躍
。
綱
引
き
王
国
・旭
川

毎
年
二
月
に
、
『全
日
本
綱
引
選
手
権
大

会
』
が
東
京
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
旭
川
が
毎
年
の
よ
う
に
全
国
大
会
に

強
カ
チ
ー
ム
を
送
り
込
む
″綱
引
き
の
街
″

で
あ
る
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
。

今
年
も
二
月
二
十
八
日
に
千
葉
ポ
ー
ト

ア
リ
ー
ナ
で
、
各
都
道
府
県
か
ら
選
抜
さ

れ
た
男
子
四
十
八
チ
ー
ム
、
女
子
四
十
六

チ
ー
ム
が
腕
を
競
い
合
っ
た
。
北
海
道
代

表
と
し
て
旭
川
Ｂ
Ｌ
（女
子
）、
テ
ク
セ
ル

旭
川
綱
引
倶
楽
部

（男
子
）
が
ア
ベ
ッ
ク

出
場
。
と
も
に
予
選
リ
ー
グ
を
突
破
し
て

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
た
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
テ
ク
セ
ル

旭
川
綱
引
倶
楽
部
は
惜
し
く
も
敗
退
し
た

が
、
旭
川
Ｂ
Ｌ
は
準
優
勝
を
飾
っ
た
。
旭

川
Ｂ
Ｌ
は
過
去
五
回
の
優
勝
経
験
が
あ
り
、

今
年
も
優
勝
候
補
と
し
て
目
さ
れ
て
い
た

だ
け
に
選
手
の
目
に
は
悔
し
涙
が
光
っ
た
。

綱
引
は
一
チ
ー
ム
八
人
で
構
成
さ
れ
、

三
回
ず
つ
勝
負
す
る
。
ス
タ
ー
ト
時
に
こ

ん
身
の
力
を
振
り
絞
る
メ
ン
バ
ー
の
あ
う

ん
の
呼
吸
、
極
限
の
緊
張
が
勝
負
を
決
す

る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
日

頃
の
練
習
を
怠
ら
な
い
。
旭
川
Ｂ
Ｌ
の
服

部
広
美
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は

「月
水
金
は
小

学
校
の
運
動
場
を
借
り
て
、
火
木
土
は
大

雪
ア
リ
ー
ナ
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
」
と

語
る
。
そ
の
他
に
個
人
で
筋
カ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
励
む
と
い
う
。

十
二
年
間
チ
ー
ム
を
率
い
て
き
た
石
井

秀
幸
監
督
は

「家
庭
サ
ー
ビ
ス
は
ず
―
っ

と
お
預
け
で
す
よ
。
全
国
大
会
に
優
勝
し

て
、
こ
ん
ど
は
世
界
選
手
権
に
出
場
す
る

こ
と
が
目
標
で
す
か
ら
」
と
熱
く
語
っ
た
。

来
年

（二
〇
〇
〇
年
）
に
開
催
さ
れ
る

全
日
本
選
手
権
大
会
に
も
、
旭
川
Ｂ
Ｌ
の

出
場
が
決
定
。
三
月
二
十
六
日

（日
）
に

両
国
の
国
技
館
で
雪
辱
を
期
す
る
。

享
年
九
十
六
歳
、
老
衰
死
亡
。
寒
さ
厳

し
い
二
月
節
分
の
頃
、
大
往
生
に
よ
る
祖

母
の
葬
儀
が
旭
川
の
お
寺
に
て
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
前
夜
、
葬
儀
出
席
の
た
め
東

京
よ
り
駆
け
つ
け
、
通
夜
に
お
け
る
お
経

も
終
了
し
て
、　
一
段
落
し
た
後
の
親
戚
と

の
会
話
の
一
部
で
す
。

「ど
う
も
お
久
し
ぶ
り
で
す
」
「あ
ら
ぁ

～
、
や
す
ち
ゃ
ん
か
い
。
久
し
ぶ
り
だ
ね

ェ
Ｌ
す
っ
か
り
立
派
に
な
っ
た
０
ま
「
死

ん
だ
父
さ
ん
そ
っ
く
り
に
な
っ
て
き
た
ん

で
な
り
か
り
」
「そ
っ
か
リ
ー
い
や
ぁ
～
、

お
ば
さ
ん
達
も
相
変
ら
ず
元
気
そ
ワヽ
だ
ね

ェ
」
「そ
う
で
も
な
い
ん
だ
わ
。
年
取
る

と
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
痛
く
て
ね
ェ
。
あ
ず

ま
う
く
な
り
ん
だ
ね
。
歯
も
り
づ
り
し
さ

ぁ
」
「わ
た
し
も
さ
ぁ
、
ひ
ざ
が
痛
く
て
毎

日
ゆ
る
く
な
り
よ
ぉ
」
「な
わ
た
わ
さ
ぁ
、

弱
気
に
な
っ
て
ェ
」

「お
ば
わ
で
～
す
。
今
日
は
色
ば
れ
る

ね
ェ
。
寒
く
て
手
が
か
づ
か
む
よ
。
や
ぁ
―

や
す
ち
ゃ
ん
、
久
し
ぶ
り
だ
ね
ェ
。
俺
も

話
に
か
せ
Ｃ
や
」
「
マ
ー
ヤ
ン
か
、
お
前
年

と
っ
た
な
ぁ
」
「そ
ん
な
こ
と
な
い
べ
さ

あ
。
そ
っ
ち
こ
そ
少
し
頭
薄
く
な
っ
た
ん

で
な
い
か
り
」
「そ
フヽ
い
え
ば
、
あ
ん
た
達

子
供
の
頃
、
よ
く
ケ
ン
カ
し
て
ぼ
っ
か
け

つ
２
し
て
た
よ
ね
ェ
」
「そ
う
だ
、
マ
ー
ヤ

ン
は
す
ぐ
お
だ
っ
て
、
は
わ
か
く
さ
り
事

ば
っ
か
り
す
る
か
ら
さ
ぁ
。
そ
れ
に
す
ぐ

か
つ
ち
や
く
ん
だ
よ
な
。
小
さ
く
て
あ
っ

ば
く
さ
い
ん
だ
け
ど
ね
」
「な
～
わ
も
だ

ぁ
、
あ
わ
ね
ェ
、
そ
れ
は
お
互
い
さ
ま
な

ん
で
な
り
か
り
Ｌ
や
す
ち
ゃ
ん
も
づ
ょ
っ

ば
り
で
、
よ
～
く
だ
は
わ
２
ｎ
Ｃ
た
べ
さ

あ
」
「そ
フヽ
だ
、
あ
ん
た
の
母
さ
ん
も
結
構

手
や
い
て
た
０
こ
」
「あ
ん
た
、
よ
く
叱
ら

れ
て
た
も
ね
ェ
」
「
り
ん
―
俺
も
が

っ
ち
ゃ
き
だ
っ
た
か
ら
な
ぁ
。
フヽ

ち
の
母
さ
ん
に
は
よ
く
で
れ
き
で

叩
か
れ
た
も
ん
な
ぁ
Ｌ
俺
ん
ち
な

ん
か
づ
ゅ
―
の
で
叩
か
れ
た
ん
だ

ね
」

フ
」ヽ
フ
や
っ
て
み
る
と
、
お
ば

さ
ん
た
ち
姉
妹
は
み
ん
な
気
が
強

い
よ
ね
ェ
」
「な
～
わ
も
さ
ぁ
、
あ

ん
た
た
ち
が
悪
い
こ
と
ば
っ
か
り

す
る
か
ら
さ
ぁ
Ｌ
そ
れ
は
言
え
て

る
な
ぁ
」
「ま
あ
、
い
わ
で
な
い
か

り
Ｌ
な
ん
か
し
ら
ん
け
ど
ね
や
く

ち
や
な
話
に
な
っ
た
ね
ェ
「
お
っ

と
、
線
香
が
さ
れ
ち
ゃ
う
、
お
参

り
し
な
い
と
」

話
が
進
む
に
つ
れ
て
、
い
つ
の
間
に
か

北
海
道
弁
に
染
ま
っ
て
い
る
私
で
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
親
戚
と
の
再
会
で
、
な
ん

だ
か
ん
だ
で
話
が
は
ず
み
、
お
通
夜
と
い

う
の
に
不
謹
慎
で
は
あ
り
ま
す
が
、
結
構

楽
し
い
一
夜
に
な
り
ま
し
た
。

高
齢
に
お
け
る
大
往
生
で
も
あ
り
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
も
明
る
く
見
送
ら
れ
た
ほ
う

が
幸
せ
だ
ろ
う
と
、
勝
手
に
納
得
し
て
い

た
我
が
親
族

一
同
で
し
た
。

北海道方言辞典 その①

通夜の席 にて

中本寸 和
はこ・イラストとも)



〔6〕ななかまど 第 21号 平成 11年 (1999)12月 22日 発行

商
考
え
輩
が
そ
く
な
ら
れ
て
か
ら
ニ
カ

月
が
過
ぎ
て
行
を
ま
し
た
。
同
に
会
の
什

間
と
伊
Й
侯
同
竹
峰
赦
で
お
酒
を
内
み
夫

わ
し
、
カ
ラ
オ
ケ
に
典
じ
、
降
い
辺
リ
ゴ

ル
ア
を
牛
レ
ん
だ
日
々
の
こ
と
が
、
之
る

灯
の
よ
う
に
降
い
弘
し
ま
す
。

後
員
会
の
後
、
「当
介
お
酒
と
ゴ
ル
フ
は

お
叡
け
な
ん
だ
。
今
年
は
伊
Й
に
は
行
け

な
い
か
も
し
れ
な
い
よ
」
と
、
あ
状
の
こ

と
を
た
さ
れ
よ
し
た
。
今
旅
り
込
る
と
右

と
の
関
い
の
厖
め
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

同
に
会
の
せ
た
後
を
引
さ
曼
け
、
お
会

い
す
る
機
会
も
多
く
な
っ
た
あ
る
日
、
「仕

事

一
筋
会
社
人
間
、
気
が
つ
い
た
ら
来
年

は
史
年
だ
よ
」
と
し
み
じ
み
言
わ
れ
、　
一

嗜
吸
お
い
て

「こ
れ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

右
該
講
左
や
料
理
学
校
に
も
行
き
た
い
し
、

カ
ラ
オ
ケ
道
場
に
も
行

っ
て
み
た
い
」
と
、

史
年
後
の
屹
負
を
い
さ
い
こ
と
た
さ
れ
ま

し
た
。
「人
生
は
、
年
論
を
す
れ
る
に
ど
面

の
く
な
る
よ
」
と
も
言
わ
れ
、
そ
ね
は
に

オ
と
も
に
お
え
れ
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
カ
ラ
オ
ケ
を
な
わ
な
か
っ
た

高
な
さ
ん
が
、
蔦
年
ゴ
ル
フ
宴
会
の
席
で

丹
前
の
袖
か
ら

一
孝
の
テ
ー
プ
を
及
り
弘

し
、
テ
ン
ポ
の
塗
い
若
者
が
そ
む
山
を
マ

イ
ク
を
庁
手
に
な
い
ま
し
た
。　
一
気
に
な

い
終
え
た
そ
の
な
情
は
晴
れ
や
か
に
き
た

几
え
、　
い
つ
も
新
し
い
由
に
挑
戦
さ
れ
た

の
は
、
第
二
の
人
生
の
気
漑
か
ら
く
る
も

の
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

伊
ス
に
弘
掛
け
る
前
日
、
れ

の
家
に
泊

よ

っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

家
向
を
そ
く
し
た
れ
へ
の
励
ま
し
や
、
舛

理
、
ゴ
ル
フ
液
義
と
時
間
を
蔦
れ
た
程
で

し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
商
考
さ

ん
は
、
「他
人
に
評
価
さ
れ
た
い
と
か
、
人

が
や
っ
て
い
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
行
な

う
も
の
で
は
な
く
、
自
分

の
充
実
や
社
会

に
貧
状
し
た
い
と
い
う
路
い
で
あ

っ
て
、

自
ら
の
行
動
だ
よ
。
一石
の
力
さ
え
減
け
ば

さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
関
わ
れ
る
こ
と
も

あ
る
よ
」
と
言
わ
れ
、
「今
は
自
分

の
時
間

を
自
由
に
使

い
、
各
曰
が
と
て
も
峯
し
い
」

と
、
ク
レ
照
れ
な
が
ら
た
さ
れ
た
の
が
岬

衆
的
で
し
た
。

料
理

の
腕
前
も
あ
が

っ
た
と
の
こ
と
で

し
た
が
、
今
唄
は
ス
回
で
ビ
フ
テ
キ
で
も

焼

い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
咸
合
な
こ

と
に
生
前
、
ご
相
伴
に
叡
か
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

何
口
か
の
入
院
ヤ
、
鰺
水
翔
二
森
恙
者

へ
の
右
該
も
行
な
い
、
ま
た
自
ら
の
最
後

の
あ
末
で
は
、
そ
の
薇

い
を
曼
け
ら
れ
た

と
お
聞
さ
し
て
お
り
ま
す
。
も
う
二
度
と

お
会

い
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
高
階
先
輩

を
、
た
は
静
か
に
に
の
引
き
弘
し
に
納
め
、

不ヽ
ヱ
に
促
ぶ
こ
と
に
い
た
ま
す
。

高野哲男先輩を偲しζミ

尾崎 靖亮
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一
　

　

押
‡
蝸
÷卜

ホ
イ
サ
ッ
サ
　
ホ
イ
サ
ッ
サ
　

一
小
使
い
さ
ん
も
ホ
イ
サ
ッ
サ

小
学
校
に
遅
れ
て
着
い
た

底
冷
え
屋
内
体
操
場

し
ば
れ
る
朝
の
こ
と
だ
っ
た

旭
川
市
中
央
尋
常
高
等
小
学
校

ホ
イ
サ
ッ
サ
　
マ
ス
ゲ
ー
ム

ぼ
く
は
列
の
フ
し
ろ
に
つ
い
た

サ
カ
イ
君
や
イ
タ
イ
君

右
手
を
揚
げ
て
天
ま
で
跳
ね
た

オ
ル
ガ
ン
が

雑
音
を
ふ
か
し
て
た

宮
下
通
り
に
三
條

・
五
條

巷
の
名
も
花
の
京
都
の
丸
写
し

八
條
通
り
に
市
場
も
あ
っ
て

北
の
ま
ほ
ろ
ば
　
そ
の
名
も
錦

ホ
イ
サ
ッ
サ
　
雪
が
降
る

お
ま
ん
じ
ゅ
ユヽ
冗
る

お
店
屋
さ
ん

干
し
数
の
子
の
魚
屋
さ
ん

シ
ナ
ソ
バ
屋
の
お
じ
さ
ん
も

い
つ
も
ゴ
ム
長
は
い
て
い
た

ホ
イ
サ
ッ
サ

酒
屋
も
二
店
あ
り
ま
し
た

武
文
商
店
に
大
吉
伊
藤

ズ
ー
ズ
ー
弁
の
お
米
屋
さ
ん

あ
る
日
夜
逃
げ
で
消
え
ま
し
た

お
米
担
い
で
ホ
イ
サ
ッ
サ

六
十
余
人
が
一
ク
ラ
ス

欠
食
児
童
の
ホ
ン
マ
君

昼
食
告
げ
る
鐘
が
鳴
る

給
食
弁
当
持
っ
て
く
る

銀
シ
ャ
リ
だ
け
は
輝
く
も

お
か
ず
は
昆
布
の
佃
煮
か

塩
っ
辛
い
目
刺
し
の
子

ホ
ン
マ
君
も
目
を
白
黒

ホ
イ
サ
ッ
サ
　
ホ
イ

サ
カ
イ
君
ん
ち
は
無
尽
会
社
の

お
偉
い
さ
ん

イ
タ
イ
君
ん
ち
は
弁
護
士
さ
ん

タ
マ
ゴ
焼
き
や
お
肉
も
入
っ
て

お
い
し
そ
う

二
人
の
お
弁
当
に
母
の
愛
が
あ

り
ま
し
た

ホ
ー
イ
サ

ッ
サ
　
ホ
イ
サ

ッ
サ

市
場
近
く
の
汚
れ
た
パ
ン
屋

餡
も
な
け
れ
ば
ジ
ャ
ミ
も
な
い

代
わ
っ
て
お
豆
か

ゴ
シ
ョ
芋
入
れ
た

こ
れ
を
代
用
パ
ン
と

い
い
ま
し
た

何
が
代
用
な
の
か

ホ
イ
サ
ッ
サ

あ
る
日
の
こ
と
に
て

ホ
イ
サ
ッ
サ

陸
軍
少
佐
が
や
っ
て
き
て

お
国
の
た
め
に
死
ね
と
い
フヽ

えヽ
えヽ
な

マ
ヒ
ト

ツ
い

つヽ
て
お
く

お
国

の
た
め
に
ホ
イ
サ

ッ
サ

あ
ん
ま
り

マ
ヒ
ト

ツ
い

２ヽ
フ
ち
に

綽
名
使
い
の
ス
キ
ー
の
選
手

こ
り
ゃ
い
け
る
ズ
ラ

い
か
に
な
る
ら
ん

マ
ヒ
ト
ツ
少
佐

ホ
イ
サ
ッ
サ

彩
眠
鈎
国
の
言
葉
の
海
よ

方
言
訛
り
が
ホ
イ
サ
ッ
サ

甲
州
武
田
の
ズ
ラ
言
葉

東
北
弁
や
ら
大
阪
弁

ベ
ー
ベ
ー
言
葉
の
関
東
弁

サ
サ
ラ
モ
サ
ラ
は
広
島
弁

山
形
は
ジ
ャ
ガ
ラ
モ
ガ
ラ
の

施
じ
郎

て
や
ん
で
え
　
べ
ら
棒
な

シ
ッ
チ
ャ
カ
メ
ッ
チ
ャ
カ

東
京
弁

ホ
イ
サ
ッ
サ
　
ホ
イ
サ
ッ
サ

石
狩
川
は
さ
ら
き
ら
流
る

軍
刀
サ
ー
ベ
ル
ぎ
ら
り
と
光
る

昭
和
九
年
の
秋
の
暮
れ

星
が
流
れ
た
北
の
果
て

ホ
イ
サ
　
ホ
イ
サ

ホ
イ
サ
ッ
サ

部
隊
に
下
る
動
員
令

師
範
学
校

・
中
学
校

商
業
校
や
ら
農
林
校

女
学
校
も
万
々
歳

ホ
イ
サ
　
ホ
イ
サ

ホ
イ
サ
ッ
サ

マ
ヒ
ト
ツ
少
佐
は
馬
に
乗
り

莞
爾
と
ば
か
り
挙
手
の
礼

勝
っ
て
く
る
ぞ
え

あ
の
満
州
へ

ひ
げ
を
し
ご
い
て
斜
に
構
え

ホ
イ
サ
ッ
サ

ゴ
パ
必
鵬
戦
線
へ

師
団
通
り
を
往
き
ま
し
た

少
佐
の
消
息
い
か
に
ぞ
と

ホ
イ
サ
ッ
サ
　
ホ
イ
サ
ッ
サ

マ
ヒ
ト
ツ
少
佐
　
何
と
し
た

生
き
て
い
る
の
か
沙
汰
も
な
し

英
語
の
先
生
　
砲
兵
少
尉

教
頭
さ
ん
は
工
兵
伍
長

戦
火
の
中
で
ホ
イ
サ
ッ
サ

何
と
し
た
か
や
マ
ヒ
ト
ツ
少
佐

千
支
交
え
ず
戦
病
死

師
団
通
り
を
無
言
で
還
る

校
旗
の
喪
章
は
悲
し
か
ろ

ホ
イ
サ
　
ホ
イ
サ

ホ
イ
サ
ッ
サ

広
報
委
員
か
ら
「
エ
ッ
セ
ー
」

を
と
の
注
文
だ
っ
た
が
、
散
文

詩
で
故
郷
を
回
想
し
て
み
た
。

何
し
ろ
農
産
物
の
集
散
地
で
あ

る
旭
川
は
、
お
米
と
兵
隊
し
か

い
な
い
カ
ー
キ
色
の
大
地
で
あ

２つ。沖
縄
の
琉
球
大
学
で
本
土
か

ら
赴
任
し
た
教
授
が
、
教
室
で

う
っ
か
り
本
土
を
指
し
て

「内

地
で
は
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
、

地
元
出
身
の
学
生
は

「そ
れ
で

は
沖
縄
は
外
地
な
の
か
」
と
い

っ
て
大
き
な
問
題
に
な
っ
た
そ

う
で
あ
る
。

さ
て
、
永
い
年
月
、
本
土
を

内
地
と
い
っ
て
育
っ
て
き
た
北

海
道
人
は
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

（筆
者
は
元
読
売
新
聞
東
京
社

会
部
記
者
、
現
米
国
シ
ア
ト
ル

北
米
報
知
東
京
支
社
長
な
ど
を

歴
任
）



鰻
城
写
な
し
こ

歌
舞
伎
座
か
ら
徒
歩
三
分
、
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

前
に
あ
る

【鰻
城
】
は
、
魚
料
理
と
日
本
酒
が

豊
富
。
ほ
っ
け
の
開
き
、
ボ
タ
ン
エ
ビ
の
刺
身
、

鮭
の
塩
焼
き
な
ど
道
産
も
の
も
多
い
が
、
そ
れ

も
そ
の
は
ず
、
主
人
の
佐
藤
秀
治
さ
ん
は
、
旭

川
出
身
で
当
会
会
員
。
日
本
酒
に
つ
い
て
の
造

詣
も
深
く
、
本
も
出
し
て
い
る
。
蔵
元
を
歩
い

て
厳
選
し
た
地
酒
五
十
品
種
余
り
が
、
専
用
の

冷
蔵
庫
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ン
チ
は
魚
定

食
が
七
種
類
、
い
ず
れ
も
八
八
〇
円
。
鰻
蒲
焼

き
は
二
五
〇
〇
円
か
ら
。

山
頭
火

・
恵
比
寿
店

ラ
ー
メ
ン
界
の
激
戦
区
、
恵
比
寿
に
あ
っ
て
、

開
店
前
か
ら
行
列
が
で
き
る
の
が
、
【山
頭
火
】

恵
比
寿
店
。
白
濁
し
た
こ
っ
て
り
系
の
ス
ー
プ

で
若
者
に
人
気
が
あ
る
が
、
麺
は
ま
ぎ
れ
も
な

い
縮
れ
麺
。
旭
川
ラ
ー
メ
ン
の
伝
統
を
受
け
継

い
で
い
る
。
醤
油
、
塩
、
味
噌
と
も
各
八
〇
〇

円
。
小
盛
り
七
〇
〇
円
、
大
盛
り
九
〇
〇
円
と

腹
具
合
に
合
わ
せ
て
選
べ
る
の
も
嬉
し
い
。
人

気
の
限
定
特
製
卜
口
肉
ラ
ー
メ
ン

一
二
〇
〇
円

は
、
開
店
三
十
分
程
で
売
り
切
れ
る
。
Ｊ
Ｒ
恵

比
寿
駅

・
東
口
か
ら
徒
歩
三
分
。
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中央区銀座 3-14-13

【,03-3541-1582

営業/‖ :30～ 13100
17 : 30-21 : 00

日・祝 定休

〔7〕

渋谷区恵比寿 卜4-|

【
'03-5421-0336営業/‖ :00～ 22:00

± 0日 ・祝 ～20:00
無休

墨田区緑 |-28-4

た
'03-3635-5347営業/11:30～ 23100

無休

ち
ゃ
ん
こ
道
場

・
本
店

Ｊ
Ｒ
両
国
駅

・
東
口
か
ら
高
架
添
い
に
左
に
歩

く
こ
と
三
分
。
清
澄
通
り
の
歩
道
橋
そ
ば
に
【ち

ゃ
ん
こ
道
場
】
本
店
が
見
え
る
。
店
名
ど
お
り

ち
ゃ
ん
こ
料
理
と
す
っ
ぽ
ん
料
理
の
店
。
土
地

柄
か
店
内
は
、
力
士
の
写
真
や
手
形
、
番
付
表

な
ど
が
目
に
つ
く
。
ち
ゃ
ん
こ
鍋
は

一
人
前

一

八
〇
〇
円
か
ら
、
宴
会
コ
ー
ス
は
幕
内

・
四
〇

〇
〇
円
か
ら
。
昼
は
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
、

ウ
ニ
、
鮭
、
イ
ク
ラ
、
コ
ー
ン
を
盛
り
合
わ
せ

た
北
海
丼
八
〇
〇
円
、
イ
ク
ラ
丼
、
ウ
ニ
丼

・

各

一
三
〇
〇
円
な
ど
が
あ
る
。

銀
座

レ
カ

ン

銀
座
の
一
等
地
、
ミ
キ
モ
ト
ビ
ル
地
下
に
あ
る

の
が
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
【レ
カ
ン
】。
食
通
の
間

で
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
当
会
の
副
会
長

で
あ
っ
た
故

ｏ
矢
野
正
康
さ
ん
の
店
で
あ
る
。

今
は
ご
子
息
の
正
隆
さ
ん
が
継
い
で
い
る
。
ラ

ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
は
五
〇
〇
〇
円
～

一
二
〇
〇
〇

円
の
四
コ
ー
ス
。
デ
イ
ナ
ー
は

一
三
〇
〇
〇
円

～
二
三
〇
〇
〇
円
の
三
コ
ー
ス
。
系
列
店
で
あ

る

「パ
テ
ィ
ス
リ
ー
・
ド
・
レ
カ
ン
」
（大
倉
別

館
）
で
は
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
に
本
格
フ
ラ
ン
ス

菓
子
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

中央区銀座4-5-5ミ キモ トビル BI

変,03-3561-9706

営業/12:00～ 15:00 17:30～ 22100
日 定休

Ｗ
Ａ

（わ
）

看
板
に
は
丸
が
書
い
て
あ
り

″わ
″
と
読
ま
せ

る
。
新
宿
伊
勢
丹
か
ら
徒
歩

一
分
。
カ
ウ
ン
タ

ー
の
大
皿
に
は
ナ
ス
の
炊
き
合
わ
せ
、
翻
の
煮

付
け
、
カ
ボ
チ
ャ
の
煮
物
な
ど

「お
ふ
く
ろ
の

味
」
が
並
ぶ
。　
百
ｍ
七
〇
〇
円
前
後
と
手
頃
な

価
格
。
エ
ス
ニ
ッ
ク
や
中
華
な
ど
、
料
理
の
種

類
は
豊
富
だ
。
カ
ク
テ
ル
も
あ
り
、
女
性
同
士

で
も
気
軽
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
ロ
フ
ト
形

式
の
小
部
屋
で
は
、
靴
を
脱
い
で
ゆ
っ
く
り
く

つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
好
評
。
年
明
け
の
二
月
十

九
日
、
テ
レ
ビ
東
京
で
放
映
さ
れ
る
。

新宿 区新宿3-3-6三慶 ビル4F
2,03-3356-6758

営業/18100～ |:00
日・祝 定休

なつかしい味・なつかしい顔
横浜市港北 区新横浜2-14-21

【,045-471-0503

営業/‖ 100～ 23100
無休 (年末 0年始等除く)

蜂

屋

・
新
横
巻

フ
ー
メ
ン
博
物
館
内

旭
川
ラ
ー
メ
ン
の
老
舗

【蜂
屋
】
が
、

あ
の

「新
横
浜
ラ
ー
メ
ン
博
物
館
」
地

下

一
階
に
十

一
月
二
十
七
日
オ
ー
プ
ン
。

同
館
の
八
番
目
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
店
と
し

て
名
を
連
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
旭
川

初
の
固
定
店
へ
の
出
店
と
な
る
。
オ
ー

プ
ン
ま
で
に
は
、
館
長
か
ら
八
年
越
し

の
説
得
が
あ
っ
た
と
聞
く
。

地
下
を
降
り
る
と
昭
和
三
十
年
代
の
下

町
の
風
景
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
。

そ
の
左
手
の
横
丁
を
曲
が
る
と
蜂
屋
が

あ
る
。
店
舗
は
約
十
坪
。
四
人
掛
け
の

テ
ー
ブ
ル
が
七
卓
、
二
人
掛
け
が
二
卓
。

調
理
場
と
の
間
を
仕
切
る
緑
の
暖
簾
と

赤
地
に
自
抜
き
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
、
日

に
鮮
や
か
だ
。
香
ば
し
い
匂
い
が
食
欲

を
そ
そ
る
。
東
京
に
い
な
が
ら
、
お
な

じ
み
の
焦
が
し
ラ
ー
ド
の
効
い
た
濃
厚

な
ス
ー
プ
と
縮
れ
麺
が
、
い
つ
で
も
味

わ
え
る
の
は
嬉
し
い
。

薬

日
本

堂

【薬
日
本
堂
】
は
、
漢
方
薬
の
製
造
。卸
販
売
を

始
め
、
健
康
相
談
指
導
、
介
護
福
祉
、
自
然
食

レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
な
ど
、
幅
広
い
事
業
展
開
を

し
て
い
る
。
首
都
圏
を
中
心
に
全
国
に
二
十
六

の
販
売
店
が
あ
る
¨
店
頭
で
は

『
一
に
養
生
、

二
に
漢
方
』
を
基
本
に

「自
然
治
癒
力
」
を
重

視
し
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
体
質
や
症
状
に
合
わ

せ
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
専
門
の
薬
剤
師
が
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
。
健
康
生
活
の
た
め
の
会

員
組
織

「ど
う
あ
ん
倶
楽
部
」
も
あ
り
、
代
表

取
締
役
の
河
端
敏
博
さ
ん
は
、
当
会
会
員
。

本社/港区高輪3-25-29

803-3280-2001(代 )

旭 王

旭 鳳

力巳青旨

九二青旨

え ― や ん

泰 華

好

味 乃 や ま び こ

天 山

こ も り

山 頭 火・ 渋 谷 店

山頭 火 ・ 中 里予店

山 頭 火・ 五 反 田 店

特 一 富 屋

特 ― 富 屋

特 一 番 ・ 本 店

の ざ わ 家

ひ ろ せ

港 区 西 新 橋 I― 15-7
新 宿 区 歌 舞 伎 町 2-39-3
千 代 田 区 鍛 冶 町 2-12-9
杉 並 区 高 円 寺 南 3-45-ll
杉 並 区 方 南 2-21-19
品 川 区 南 大 井 2-H-4
市 川 市 市 川 3-27
昭 島 市 つ つ じが 丘 3-5
目黒 区 東 山 3-12-|
新 宿 区 四 谷 l-20
渋 谷 区 渋 谷 3-:3-7
中 野 区 中 野 5-60-2
品 川 区 五 反 田 2-15-10
あ き る 里予市 秋 り|12-7-7

保 谷 市 ひ ば りが 丘 I-3-3
府 中 市 宮 町 |-3-l

新 宿 区 富 久 町 16-14
渋 谷 区 恵 比 寿 南 |― l-3

03-3595-7655
03-3200-3004
03-5296-0078
03-3315-2466
03-3316-2627
03-3765-4700
047-322-7650
042-542-3332
03-3792-4880
03-3341-5305
03-3797-3500
03-3319-3455
03-3779-5220
0425-50-4681
0424-23-8086
0423-64-3640

03-3781-8304

ペーぱん
神 田 山 形 屋

番 外 地

赤 坂  茶 茶 亭

長 元 坊

しれ と こ

横 浜 市 南 区 高 砂 町 3-34
千 代 田 区 神 田 須 田 町 2-12

渋 谷 区 赤 坂 3-H― 14

台 東 区 上 野 6-12-13
宇 都 宮 市 御 幸 ケ 原 町 176-6

03-3252-8088

03-3587-1606
03-3839-2377
028-663-2801

1難紺 縮

中 央 区 八 重 洲 2-1地下 街 北 1号    03-3274-5005

蕪i薫:=覇蒸薄群撃:総葬嶽簿彗華華:難彗華響華華彗華:樺Ⅲl■■1難 | || ‐● :::I葺 鸞籠1難難無
ち ゃ ん こ道 場 。両 国 駅 店   墨 田 区 横 綱 l-3-12
ち ゃ ん こ道 場 ・ 錦 糸 町 店   墨 田 区 江 東 橋 2-6-2
ち ゃ ん こ料 理 ・ 両 国 鮨    墨 田 区 緑 |-2-4
′j畔斗理・ 鬼平
生 そ ば・ くにや

居 酒 屋 ・ しれ とこ

焼 き鳥・ 鳥 八

藤 乃鮨 /す じ

割 烹 0八重樫
大 心 堂 /雷 お こ し

03-3631-6755
03-3633-2866

中 央 区 新 橋 新 橋 駅 ビル 2号館 B1  03-3571-7172
戸 田 市 川 岸 3-2-4
江 戸 川 区 新 堀 l-2-|

豊 島 区 池 袋 本 町 2-15-14
中 央 区 八 重 洲 2-2-13

03-3678-8943
03-3988-6888
03-3281-4468

台 東 区 台 東 4-28-2
ジ ュ エ リー ・ 夕 カ ハ シ    鬼 怒 川 観 光 ホ テ ル 売 店

前 橋 市 総 社 町 総 社 2014-5-201   027-52-5264
03-3831-0005
0288-77-1101

世 田 谷 区 経 堂 5-33-3-407工 芸 ・ む ら 田
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平

成

十

二
年

は

「
二
〇

〇

〇
年

」
と

い
う

二
十

世
紀

の
最

終
年

に
な

り
、
世

紀

越

え

の

年

に
当

た

る
。
ま

た
時

を

同

じ
く

し

て
旭

川

は
中

核

市

に
移

行

す

る
節

目

の
年

を

迎

え

る
。

そ

れ

ら

の

こ
と
を

踏

ま

え

た
う

え

で
、

開
村

以
前

の
歴

史

と
、
行

政
体

と
し

て

の

一

一
〇
年

の
歩

み
を

両
輪

と
し

て

フ
あ
る
さ

と

の
歴

史

を
顧

み
る
記

念

の
年

』

と
す

る
。

事

業
内
容

◆

二
〇

〇

〇
年

八

月
十

日
～
十

三
日

開
催

行
事

―
―

中
核
イ

ベ

ン
ト
ー
ー

『
ふ
る
さ
と

の
伝
統
』
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
、
旭
川
市
民

の

ふ
る
さ

と

で
あ

る
全
国

四

十

七

都

道

府

県

の

『
芸

・

技

・
味
』

に
市
民
が
触
れ
合

え

る
よ
う

な
イ

ベ

ン
ト

と

す

る
。

Ｔ
Ｅ

＝
地
域
伝
統
芸
能

●
第
八
回
地
域
伝
統
芸
能

全
国

フ

ェ
ス
テ

ィ

バ

ル

（北
海
道
）

市

民

の
皆

さ

ま

が
熱

望

し
て
や
ま
な

い
『
日
本

の

ま

つ
り

・旭
川
穴

平
成
二

年

に
開
催
）
の
規
模
を
上

回

る
大

イ

ベ

ン
ト
。
全

国

・
道
内
各
地

の
地
域
伝
統
芸
能

が

一
堂

に
会
し
て

フ
弟
八
回
地
域
伝
統

芸
能
全
国

フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（北
海

道
）

日
本

の
ま

つ
り

・
旭
川
二
〇
〇

〇
』
を
開
催
す

る
。

期
間
内

に
は
、
道
外

の
芸
能

が
約
二

十
団
体
、
道
内
及
び
市
内

の
芸
能
五

十
団
体

ほ
ど
が
、
市
内
中
心
部
を
練

り
歩
く
と
と
も
に
、
ス
テ
ー

ジ
で
公

演
を
行
な
う
予
定
。

録
拙
演
予
定
／
青
森
ね
ぶ
た
、
秋
田

竿
灯
、
佐
渡
お
け

さ
―
阿
波
踊
り
、

長
崎
竜
踊
り

『
技
』
＝
伝
統

工
芸
品

●
匠

の
技

フ

ェ
ス
タ
ｉｎ
旭
川

通

産

大

臣

が
指
定

し

た
全
国
各

地

の
伝
統
的

工
芸
品
を

一
堂

に
集

め
、

実
演

・
体
験

ｏ
販
売
を
行
な

い
、
市

民
が
触
れ
合

い
、
学

ぶ
機
会
を
提
供

す

る
。
全
国

か
ら

一
〇
〇
品
目
前
後

が
出
展
予
定
。

『
味
』
＝
ふ
る
さ
と

の
味
覚

●
全
国

・
北
海
道
観
光
物
産
展

―
第
八
回
地
域
伝
統
芸
能

全
国

フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
展
開
―

道
内

ｏ
外

の
観
光
Ｐ
Ｒ
展
、
特
産
品

の
販
売
を
行
う
。
旭
川
で
は
、
過
去

最

大
規
模

の

一
〇

〇
ブ

ー

ス
程
度

を
予
定
。

◆

そ
の
他
の
事
業

二
〇
〇
〇
年
に
、
市
民
が
参
画

・交
流

で

き
る
よ
う

な
企
画
を
展
開
す

る
予
定
。

〈
検
討
中

の
事
業
〉

ｏ
デ
ィ
ズ

ニ
ー
特
別
参
加
事
業

・
ア
イ

ヌ
伝
統
文
化
行
事

・
市
民
参
加
事
業

「ふるさと・旭川2000年

記念事業」を大規模に展開

前回の F日 本のまつり』より。青森ね。ヽミた

人
口
や
都
市
の
規
模
が
比
較
的
大
き
な
都

市
が
な
る

「中
核
市
」
を
指
定
す
る
政
令
が
、

去
る
十
月

一
日
に
公
布
さ
れ
、旭
川
市
は
愛
媛

県
松
山
市
と
と
も
に
平
成
十
二
年
四
月

一
日

か
ら
中
核
市
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

中
核
市
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、市
立
の

保
健
所
も
設
置
さ
れ
、
福
祉
、
衛
生
、
環
境
、

ま
た
、都
市
計
画
な
ど
の
分
野
で
さ
ま
ざ
ま
な

権
限
が
北
海
道
か
ら
移
譲
さ
れ
、旭
川
市
の
特

性
を
い
か
し
た
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
が
、

よ
り
一
層
可
能
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

中
核
市
は
、札
幌
市
な
ど
の
政
令
指
定
都
市

に
準
じ
た
都
市
制
度
で
あ
り
、旭
川
市
は
全
国

で
二
十
六
番
目
の
移
行
と
な
る
が
、北
海
道
で

は
唯

一
の
中
核
市
と
な
り
、名
実
と
も
に
北
海

道
第
二
の
都
市
と
な
る
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
や
全
国
に
お
け
る
知
名
度
の
向
上
、さ
ら
に

は
経
済
活
動
や
観
光
事
業
な
ど
に
も
良
い
効

果
が
出
て
く
る
も
の
と
、地
元
で
は
大
い
に
期

待
さ
れ
て
い
る
。

道
北
の
空
の
玄
関
「旭
川
空
港
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
」が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
十
二
月
二

日
か
ら
使
用
開
始
さ
れ
た
。
大
屋
根
に
覆
わ

れ
、〓
一階
ま
で
の
壁
面
が
ガ
ラ
ス
張
り
と
な
っ

て
い
る
こ
の
ビ
ル
か
ら
は
、大
雪
山
連
峰
や
旭

川
市
内
が
一
望
で
き
る
。

ま
た
、一
一階
の
出
発
ロ
ビ
ー
に
は
家
具
の
街

に
ふ
さ
わ
し
く
地
場
産
の
木
製
椅
子
百
二
十

席
を
設
置
し
、
一
階
の
チ
ケ
ッ
ト
ロ
ビ
ー
に
は

中
原
悌
二
郎
賞
作
家
・木
内
克
の
ブ
ロ
ン
ズ
像

二
体
を
配
置
す
る
な
ど
、地
域
の
魅
力
を
表
現

し
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
と
な
っ
た
。
な
お
、
従

来
の
旅
客
ビ
ル
は
今
後
、到
着
ロ
ビ
ー
と
し
て

改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
、全
面
オ
ー
プ
ン
は
来

年
六
月
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

新旭川空港旅客ター ミナルビル

四
車
線
化
は
、深
川
Ｉ
Ｃ
～
旭
川
鷹
栖
Ｉ

Ｃ
ま
で
の
間
約
二
十
七
キ
ロ
で
、今
年
六
月

に
工
事
が
始
ま
っ
た
。
今
回
開
通
し
た
の

は
、
深
川
市
納
内
町
地
内
の
四
・
六
キ
ロ

で
、
十
月
十
九
日
に
通
行
を
開
始
し
た
。
全

区
間
の
供
用
開
始
は
二
〇
〇
四
年
以
降
に

な
る
予
定
だ
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
通
行
の
安

全
性
及
び
物
流
の
効
率
向
上
な
ど
が
期
待

さ
れ
る
。

◆
旭
川
環
状
線
が
全
線
開
通

昭
和
四
十
五
年
か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ

て
き
た
旭
川
環
状
線
が
、十
一
月
四
日
に
西

御
料
地
と
神
居
雨
紛
を
結
ぶ
雨
紛
大
橋
が

完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、着
工
か
ら
三
十
年

一で
全
線

（三
十

・
三
キ
ロ
）
が
開
通
し
た
。

‖月に完成 した雨紛大橋

日
本
最
北
の
動
物
園
で
あ
る
旭
山
動
物
園

で
は
、
十
一
月
七
日
か
ら
「冬
期
開
園
モ
デ
ル

事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

雪
の
中
で
遊
ぶ
ア
ム
ー
ル
ト
ラ
、氷
の
中
か

ら
顔
を
出
す
ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ
な
ど
北
方
系

の
動
物
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
様
子
を
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
今
年
オ
ー
プ
ン

し
た
「さ
る
山
」
で
は
、　
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
暮
ら

し
を
立
体
的
に
観
察
で
き
る
。

冬
期
開
園
は
二
月
二
十
八
日
ま
で
の
午
前

十
一
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で

（毎
週
水

ｏ
木
、

十
二
月
二
十
九
日
か
ら

一
月
十
三
日
ま
で
は

休
園
）。
入
園
無
料
。

今
年
の
懇
親
会
に
は
、
八
名
の
観
光
大

使
が
出
席
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

（幹
事

の
兼
任
者
は
除
く
）。
会
員
と
観
光
大
使
の

親
睦
が
深
ま
り
、
ま
た
市
長
を
は
じ
め
市

の
関
係
者
の
方
々
と
の
交
流
も
広
が
り
、

例
年
以
上
に
ょ
い
会
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
周
辺
に
住
む
旭
川
出
身
者
で
、
ま

だ
こ
の
会
の
存
在
を
知
ら
な
い
人
が
た
く

さ
ん
い
る
よ
フヽ
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
が

知
人

・
友
人
に
声
を
か
け
、
新
し
い
仲
間

を
増
や
し
て
い
く

″
ひ
と
声
運
動
″
を
展

開
し
て
い
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
フヽ
か
。

そ
の
時
に
、
こ
の
会
報
を
活
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
仲
間

を
増
や
し
て
、
さ
ら
に
よ
い
会
に
し
て
行

こ
フヽ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
　
　
（引
地
） 雪の中のアムール トラ


